
御船小学校通信
＃０８ 校長 田上 浩輝
令和４年７月１９日

３６８人＋３１人でスタートした御船小の令和４年度、あっという間に３月以上が経ち、明けて
２０日は１学期の終業式です。通知表には一人一人の頑張りを、担任がじっくり書いています。
ぜひお子様と一緒に頑張ったところ、伸びたところ、よいところをしっかり見付けてください。
子供たちの成長を振り返り、更なる学校の取組をお示しし、夏休みのお願いを記します。

全ての学年の国、算、理
の学力が向上しました。

（Ｒ３．４とR4.4の町学力調査の経
年比較。1年生は除く。）

学校では「み・ふ・ね・
っこ」で授業を進めます。

子供たちは学習課題をみつめ、自
ら考え、友達と対話、考えをふくら
ませ、学級みんなで考えをねりあげ

ます。終末「つかもうこうなんだ」で学習
をまとめ、振り返り、自分のものとしてい
きます。校内研究では灰本主任を中心
に、従来の国語に加えて、算数も研究
教科にして進めます。タブレット等も効
果的に活用していきます。

夏休みにも、計画を立てな
がら、家庭学習や読書が進み

ますよう励ましください。めやすは学年×
１０分＋１０分以上です。

全体的に落ち着いた生活
ができていて、うれしく思いま

した。先取りあいさつできる子供たち
が増えています。10分間無言掃除や
靴・スリッパ並べもよくできています。

学校では「あいさつ運動」
を頑張っています。

あいさつは社会で生きていくうえで
の基本中の基本です。子供たちは、高
学年を中心に自らあいさつ運動を頑
張っています。お陰で、学校でのあい
さつはよくできています。

夏休み、おうちの人や地域の方々に先取りあいさつをできるよう励ましください。
子供たちのあいさつは社会認識と同様、自己を取り巻く家族、先生や友達、地域

の方々と同心円的に広がりを見せます。家庭でのあいさつがまず第一です。そして、学校や地
域の方々へとあいさつの輪がどんどん広がるよう、御家庭でのあいさつを促しください。



御船小学校通信
＃０９ 校長 田上 浩輝
令和４年７月１９日

県基準値を上回る項目の割合
が３３％から４７％に向上しました。

新体力テストの結果（全学年、男女別、全種目のマトリックス９６項目中）
【Ｒ３．６】→【R4.６】 大きな病気や怪我、交通事故等がなくよかったで

◎：上回る ３２ ４５ す。運動場や体育館で元気に遊ぶ子供が増えていま
－：同じ ９ １１ す。何より、運動会のきびきびした行動がテストの結果
▼：下回る ５５ ４０ に表れています。水泳もめあてをもって楽しんでいます。

泳力調査も期待できます。
学校では、めあて学

習と遊びへのつなぎを
大切に体力を育成します。
昨年度の特に課題だったボー

ル投げが、めあて学習と投力育成
に特化した外遊びの工夫と促しに
よって、全国基準を上回る割合が
２５％から67％になるなど、効果
を上げています。次は、反復横跳
びとシャトルラン。授業と遊びのコ
ラボで敏捷性と有酸素運動能力
の向上を図っていきます。

夏休みも、自分の命を大切にしてほしい、生活リズムをつくってほしいと願っています。
御先祖様から営々と引き継いできた、かけがえのない命。水難事故、交通事故、熱中

症、スマホ等インターネットにかかわる事故から身を守るよう、十分な指導をお願いします。
「早寝、早起き、朝ご飯＋家庭学習＋元気な遊び」で、子供自らが生活リズムをつくり、継続す
るように御指導願います。むし歯等の治療もよろしくお願いします。

夢やめあてに
向かって努力して

いる子が増えました。
学期末の漢字大会、計

算大会は難しいのです
が、計画的に「すす勉」を
進め、2割の子供がダブ
ルパーフェクトをとる学年
もありました。

低学年では
自分の頑張りを

振り返ること、中学年では自分のよさや個性を伸ばすこと、高学年では将来の自分を展望す
ることを重点に、地域の中で地域と関わりながら夢をふくらませています。

夏休みは時間がいっぱい。大好きなこと、やるべきこと、やった方がいいこと、夏
休みにしかできないことをやってみましょう。 Let's Try!! です。


